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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ごみ貯蔵装置であって、前記ごみ貯蔵装置の上部に設けられるごみ貯蔵カセット受入チ
ャンバと、前記ごみ貯蔵カセット受入チャンバに回転可能に装着されるごみ貯蔵カセット
回転体と、ごみ貯蔵カセットとを備え、
　前記ごみ貯蔵カセット回転体は、上環と、前記上環から下方に延びる円筒壁と、を備え
、
　前記ごみ貯蔵カセット回転体は、前記ごみ貯蔵カセット回転体から延びる少なくとも一
つの突起を備え、前記少なくとも一つの突起は、前記ごみ貯蔵カセットに設けられる少な
くとも一つの対応する凹部の位置に配置され、前記ごみ貯蔵カセットを前記ごみ貯蔵カセ
ット受入チャンバ内で支持し、かつ、前記ごみ貯蔵カセット回転体と前記ごみ貯蔵カセッ
トの回転係合を確実にし、
　前記ごみ貯蔵カセット回転体は、前記円筒壁の下側部分から内側に突起するフランジを
さらに備え、前記少なくとも一つの突起は、前記フランジから上方に延びており、
　前記ごみ貯蔵カセットは、
　実質的に管状のコアを規定する内壁と、
　外壁と、
　前記内壁と前記外壁の間に設けられ、ごみパッケージを生成するためのごみ貯蔵チュー
ブを収容するための貯蔵部と、を備え、
　前記少なくとも一つの凹部は、前記ごみ貯蔵カセットの外面に設けられ、前記少なくと
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も一つの凹部は、前記ごみ貯蔵カセット回転体から延びる少なくとも一つの突起の位置に
配置され、前記ごみ貯蔵カセットを前記ごみ貯蔵カセット受入チャンバ内で支持し、前記
ごみ貯蔵カセットと前記ごみ貯蔵カセット回転体の回転係合を確実にし、
　前記ごみ貯蔵カセットは、円筒であり、前記少なくとも一つの凹部は、前記外面から径
方向内側に延在し、前記ごみ貯蔵カセットの軸方向の全長に実質的にわたって延在するこ
とを特徴とするごみ貯蔵装置。
【請求項２】
　前記少なくとも一つの突起は、前記円筒壁から径方向に離間していることを特徴とする
請求項１に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの突起は、前記ごみ貯蔵カセット回転体の円筒壁の内面に設けられ
ることを特徴とする請求項１に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項４】
　前記ごみ貯蔵カセットは、前記ごみ貯蔵装置から分離可能であり、前記ごみ貯蔵カセッ
ト回転体に前記ごみ貯蔵カセットを係合させる際、前記少なくとも一つの突起は、前記少
なくとも一つの凹部内のガイドとして機能し、前記ごみ貯蔵カセットを支持位置にガイド
することを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項５】
　前記ごみ貯蔵カセット回転体に前記ごみ貯蔵カセットを係合させることは、前記ごみ貯
蔵カセット受入チャンバの内側で前記ごみ貯蔵カセットを縦方向に移動させることを備え
、使用時に、前記少なくとも一つの突起は、前記ごみ貯蔵カセットが前記支持位置に移動
するように前記縦方向に移動させる際のガイドとして機能することを特徴とする請求項４
に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの突起は、複数の突起を備え、前記少なくとも一つの凹部は、複数
の凹部を備えることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項７】
　前記複数の突起の各突起は、前記ごみ貯蔵カセットの各凹部の位置に配置されることを
特徴とする請求項６に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項８】
　前記複数の突起は、前記円筒壁の周りで等距離に離間して等距離配置を規定することを
特徴する請求項６または７に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項９】
　前記等距離配置から一以上の突起が除外されることを特徴とする請求項８に記載のごみ
貯蔵装置。
【請求項１０】
　前記ごみ貯蔵カセット回転体の前記複数の突起の少なくとも二つは、前記ごみ貯蔵カセ
ットの共通の凹部の位置に配置されることを特徴とする請求項６に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項１１】
　前記複数の突起の前記少なくとも二つは、複数の突起対のうちの一対を構成し、前記複
数の突起対の各対は、前記ごみ貯蔵カセット回転体の円筒壁の内面の周りに間隔を空けて
配置され、前記複数の突起対の各対は、対応する複数の凹部の位置に配置されることを特
徴とする請求項１０に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも一つの突起は、前記円筒壁と実質的に同じ高さであることを特徴とする
請求項１から１１のいずれか一項に記載のごみ貯蔵装置。
【請求項１３】
　前記ごみ貯蔵カセットの前記少なくとも一つの凹部は、前記ごみ貯蔵カセットの前記外
面から径方向外側に延在する突起内のスロットまたはギャップを備えることを特徴とする
請求項１に記載のごみ貯蔵装置。



(3) JP 6932691 B2 2021.9.8

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、おむつなどの廃棄物を貯蔵するためのごみ貯蔵装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　おむつ廃棄物をいかに効果的に密閉して貯蔵するかの問題は十分に認識されている。お
むつ廃棄物を通常の家庭用ごみ箱に貯蔵することも可能である。しかしながら、これらは
、極めて一時的な場合を除いて、おむつ廃棄物の衛生的な貯蔵を可能とするのに十分な臭
い耐性を有しない。臭い漏れを阻止するため、汚れたおむつや他の廃棄物を包むためにビ
ニール袋が用いられるかもしれないが、これらの袋は限られた効果しか有さず、一つのお
むつを包むのに必要なものよりも多くのビニールをしばしば含み、したがって不必要なご
みを生成する。
【０００３】
　いくつかの既知の装置が存在し、おむつ廃棄物を封止および貯蔵する手段を提供する。
既知の装置の一つは、おむつ廃棄物を貯蔵するよう設計され、ＷＯ２００８／０５９２８
２（サンジェニック・インターナショナル・リミテッド）に記載される。ＷＯ２００８／
０５９２８２によれば、ごみ貯蔵カセットを収容するためのごみコンテナが設けられる。
このコンテナは、ごみパッケージに対してカセットを回転させる間、ごみパッケージをあ
る場所に保持する把持手段を含む。これは、ごみパッケージの頂部にねじれた封止を形成
し、このねじれた封止は、処分される次の廃棄物をパッケージするためのある長さのチュ
ーブの基部としても機能する。ごみ貯蔵カセットを回転させるため、ごみ貯蔵装置は、ご
みカセット回転体を備える。回転体は、ごみ貯蔵カセットを懸架できる内棚を有し、回転
体が回転する際、回転体とカセットの間の摩擦によってごみ貯蔵カセットも回転されるよ
う構成される。
【０００４】
　回転体の内側でのカセットの滑り（スリップ）を最小限にすることが望ましい。これは
、例えば、ユーザによりチューブが比較的きつくねじられるために、回転方向と反対に作
用する力をチューブがカセットに及ぼすことで生じうる。したがって、ユーザからごみ貯
蔵カセットへの回転の伝達は非効率となりうる。カセットと回転体の間での滑りは、廃棄
物の上方で形成させるねじれも相対的にゆるくさせ、その結果、封止された各ごみパッケ
ージ間で形成される封止を相対的にゆるくさせうる。
【発明の概要】
【０００５】
　ある発明は、独立請求項に記載される。選択的な特徴は従属請求項に記載される。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　本発明の実施の形態は、以下の図面を参照しながら、例示を目的として説明される。
【図１】本発明のある実施の形態に係るごみ貯蔵装置の斜視図である。
【図２】ごみ貯蔵カセットを含む図１のごみ貯蔵装置の斜視図である。
【図３】本発明のある実施の形態に係るプランジャを含むごみ貯蔵装置の蓋の側面図であ
る。
【図４】本発明のある実施の形態に係るごみ貯蔵装置カバーの底部斜視図である。
【図５ａ】本発明のある実施の形態に係る回転体の斜視図である。
【図５ｂ】図５ａの回転体の異なる斜視図である。
【図６ａ】本発明のある実施の形態に係るごみ貯蔵カセットの斜視図である。
【図６ｂ】図６ａのごみ貯蔵カセットの異なる斜視図である。
【図６ｃ】取り付けられるフランジとともに示される図６ａおよび図６ｂのごみ貯蔵カセ
ットの斜視図である。
【図７】図５ａおよび図５ｂの回転体から懸架される図６ｃのカセットの斜視図である。
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【図８ａ】ある代替的な実施の形態に係る回転体の斜視図である。
【図８ｂ】図８ａの回転体を上から見た図である。
【図９ａ】ある代替的な実施の形態に係るカセットを下から見た斜視図である。
【図９ｂ】図９ａのごみ貯蔵カセットを上から見た図である。
【図９ｃ】図９ａおよび図９ｂのごみ貯蔵カセットの断面図である。
【図１０ａ】別の代替的な実施の形態に係る回転体の斜視図である。
【図１０ｂ】図１０ａの回転体の異なる斜視図である。
【図１１ａ】別の代替的な実施の形態に係るカセットの斜視図である。
【図１１ｂ】図１１ａのカセットの異なる斜視図である。
【図１２ａ】図１０ａおよび図１０ｂの回転体から懸架される図１１ａおよび図１１ｂの
ごみ貯蔵カセットの斜視図である。
【図１３ａ】別の代替的な実施の形態に係る回転体の斜視図である。
【図１３ｂ】図１３ａの回転体の異なる斜視図である。
【図１３ｃ】図１３ａの回転体の図１３ａに示されるＡ－Ａ線断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
［概要］
　概要として、ごみ貯蔵カセット受入チャンバ、チャンバに回転可能に装着される回転体
、および、ごみ貯蔵カセットを含む、ごみ貯蔵装置が開示される。
【０００８】
　ある実施の形態において、回転体は、円筒壁の下側部分から内側に突起するフランジを
備え、回転体は、内側に突起するフランジからごみ貯蔵カセットを懸架させるように構成
される。少なくとも一つのリブが回転体の内面に設けられ、ごみ貯蔵カセットの少なくと
も一つのスロットと係合するように構成され、鍵と錠のように係合する。回転体とごみ貯
蔵装置の間のこの結合は、ごみ貯蔵カセットと回転体との間の滑り（スリップ）を実質的
に除去する。
【０００９】
　別の実施の形態において、回転体は、上環と、上環の内周から下方に延びる円筒壁とを
備える。少なくとも一つのリブが回転体円筒壁の内面に設けられ、ごみ貯蔵カセットの少
なくとも一つの対応するスロットの位置に配置される。したがって、ごみ貯蔵カセットは
、回転体リブとカセットスロットの相互作用によりチャンバ内に支持され、回転体とカセ
ットの間の回転係合を確実にする。
【００１０】
［詳細な説明］
　図１および図２を参照すると、ごみ貯蔵装置が示される。ごみ貯蔵装置１００は、着脱
可能カバー１０４を有するごみ貯蔵チャンバ１０２を含む。より詳細は後述されるが、着
脱可能カバー１０４は、廃棄物を包むための可撓性チューブを有するごみ貯蔵カセットを
受け入れるためのごみカセット受入チャンバ１３２を含むとともに、ごみ貯蔵カセット回
転体１３６をさらに含む。回転体は、可撓性チューブ内に封止されたごみパッケージを生
成するために、ごみ貯蔵カセットをごみカセット受入チャンバに対して回転させる手段を
提供する。ごみカセット回転体１３６は、ごみカセット受入チャンバ１３２の中心軸まわ
りにごみ貯蔵カセット回転体１３６を回転させるために、ユーザにより駆動されることが
できるハンドル１５６をさらに含む。ごみ貯蔵チャンバ１０２および着脱可能カバー１０
４は、協働するタブおよび凹部といった任意の適切な手段により組み合わされてもよい。
【００１１】
　着脱可能カバー１０４は、蓋１０６を含む。蓋１０６は、カバー１０４の内側へのユー
ザアクセスを提供するために駆動可能となるようにヒンジによりカバー１０４に取り付け
られることが好ましい。
【００１２】
　図１は、ごみ貯蔵装置１００のある実施の形態を開位置の蓋１０６とともに示す。図２
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は、ごみ貯蔵装置１００のある実施の形態を、開位置の蓋１０６と、ごみ貯蔵カセット受
入チャンバ１３２に挿入されるごみ貯蔵カセットとともに示す。図３は、ごみ貯蔵装置か
ら取り外された蓋の側面を示す。
【００１３】
　ごみ貯蔵コンテナの蓋１０４は、ごみ貯蔵カセットを受け入れるよう構成されるごみカ
セット受入チャンバ１３２を備える。プランジャ１０８が蓋１０６の下面から下方に延び
る。プランジャは、蓋に対して固定され、蓋の動きがプランジャの動きをもたらす。プラ
ンジャ１０８および蓋１０６は、プランジャ１０８が延びる方向に沿った共通の中心軸を
共有することが好ましい。プランジャ１０８は、蓋１０６により覆われる開いた上端と、
閉じた下端とを有する中空形状であってよい。本発明のある実施の形態によれば、プラン
ジャ１０８は、断面において実質的に円形であり、その下端に向けて径方向内側に徐々に
細くなる（テーパしている）。このテーパリングは、より詳細は後述されるが、蓋１０６
を閉じたときに、着脱可能カバー１０４内に規定される狭い通路（のど）または他のごみ
開口にプランジャ１０８を挿入するためのゆとり（クリアランス）をもたらす。プランジ
ャ１０８は、蓋１０６と一体的に形成されてもよいし、または、ネジ止めやスナップ止め
といった任意の適切な相互係合手段により蓋１０６に取り付けられてもよい。
【００１４】
　プランジャ１０８を支持し、蓋１０６の自重による変形を避けるため、複数の支持リブ
１０７が蓋１０６の下面に設けられる。支持リブ１０７は、プランジャ１０８の上端の周
の周りで互いに間隔を空けて配置されることが好ましく、各リブ１０７は径方向外側に延
びることが好ましい。選択的に、蓋１０６は、蓋１０６の下面から下方に延びる環状フラ
ンジ１０９を含んでもよく、環状フランジ１０９は、追加のサポートを提供するために支
持リブ１０７の遠位端に向けて支持リブ１０７と交差してもよい。
【００１５】
　クリップ１１１が蓋１０６の前部に設けられ、その下面から延びる。クリップ１１１は
、蓋１０６を閉じた構成においてカバー１０４にしっかりと固定するために、着脱可能カ
バー１０４の外面に設けられる協働するスロットまたは凹部と互いに係合する。代替的な
実施の形態において、蓋１０６は、任意の適切な手段を介して、カバー１０４の本体にロ
ックされることができる。
【００１６】
　後部において、蓋１０６は、その下面に設けられ、好ましくは環状フランジ１０９の外
面から外側に互いに平行に延びる別の複数のリブを有する。ある実施の形態によれば、そ
の別の複数のリブは、二つの係合リブ１１５の側面に位置する二つのヒンジリブ１１３を
含む。ヒンジリブ１１３のそれぞれは、穴、凹部、または、蓋１０６の外縁１１７の近く
の遠位端に向かう突起を含み、カバー１０４の対応する突起、穴または凹部と協働して、
蓋１０６とカバー１０４の間でヒンジ接続を形成する。
【００１７】
　図４に示されるように、着脱可能カバー１０４の下面はフック１４４およびカッター１
４６を含む。着脱可能カバー１０４は、環状フランジ１６０を備える。フック１４４は、
実質的にＣ形状であることが好ましく、環状フランジ１６０の下面から下方に延び、フラ
ンジ１６０に向けて戻るように上方に曲がり、フランジ１６０とフック１４４の遠位端の
間に小さなギャップ１４５を伴う。ごみカセットがごみカセット受入チャンバ１３２に配
置されるとき、ユーザはカセットの頂部から実質的に円筒状のある長さのチューブを引き
出し、チューブを結んでその上縁付近に結び目を作る。この結ばれたチューブは、ごみパ
ッケージの基部を形成し、その中におむつや他の廃棄物を配置できる。廃棄物がチューブ
内に配置された後、後述されるようにチューブにねじりを作ることにより、ごみパッケー
ジの頂部が形成される。このねじりは、後続のごみパッケージの基部を形成するであろう
。
【００１８】
　選択的に、廃棄物をごみパッケージ内に配置する前に、ユーザは、開いた把持アセンブ
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リを通じて、結ばれた基部を下方に押し、少なくとも部分的にごみ通路に押し込む。これ
は、廃棄物を被覆し、かつ、廃棄物の上方のチューブにより効果的な封止が可能となるの
に十分なチューブが利用可能となることを確実にする。
【００１９】
　一以上の個別に包まれたごみパッケージを含むある長さのチューブの場所を確保するた
め、また、個別のごみパッケージのいずれか（具体的には、ある長さのチューブの範囲内
で形成される最初のごみパッケージ）の上方で形成されるねじれが解かれるのを防止する
ため、その長さのチューブの上縁の結び目がごみカセット受入チャンバ１３２の下面のフ
ック１４４に挿入される。フック１４４は結び目を所定の場所で保持し、ごみ貯蔵装置１
００内のごみ貯蔵カセットを数回使用した後、個別に包まれたごみパッケージの連なり（
チェーン）がフック１４４からごみ貯蔵チャンバ１０２に向けて下方に延びてからそのチ
ューブが延びるごみ貯蔵カセットに向けて戻るようにする。
【００２０】
　後述されるように、カッター１４６は可撓性チューブをごみ貯蔵カセットから切り離す
ために用いることができる。カッターは、フランジ１６０の下面から延びるテーパした傾
斜部１４９と、フランジ１６０と実質的に同一平面に設けられ、傾斜部１４９により下方
から保護される刃または他の切断手段と、を含むことが好ましい。傾斜部１４９のテーパ
部分は、可撓性チューブまたは他の材料を保護された切断手段に材料の切断のために向か
わせるガイドとして機能する。
【００２１】
　使用中、ユーザがごみ貯蔵装置１００のごみ貯蔵チャンバ１０２から貯蔵されたごみパ
ッケージを除去することを望むとき、ごみパッケージを包むチューブは、カセットから延
びる未使用のチューブから切断されなければならない。これをするため、カバー１０４は
ごみ貯蔵チャンバ１０２から取り外される。好ましい実施の形態によれば、カバー１０４
は、その側方に回転させることができ、かつ、ごみ貯蔵チャンバ１０２の開口の安定した
位置に残ることができ、ユーザは、そのときにカバー１０４を保持する必要がなく、可撓
性チューブをより簡単に切断できる。カセットの頂部と最後に形成されたごみパッケージ
を包むチューブとの間のチューブは、カッター１４６を用いてスライスまたは切断される
。ユーザは、それから、ごみパッケージの連なりの結ばれた端部をフック１４４から外し
た後、ごみパッケージを処分できる。
【００２２】
　図５ａおよび図５ｂを参照すると、ごみカセット回転体１３６が示される。ごみカセッ
ト回転体１３６は、カセット受入チャンバの壁と実質的に同心に延びる円筒壁１５０と、
壁１５０に対して実質的に垂直に径方向内側に延びるフランジまたは環状基部１５２と、
カバー１０４の上面に載置できるように、壁１５０の頂部から径方向外側に延びる上環１
５４と、を備える。
【００２３】
　好ましい実施の形態によれば、ごみカセット回転体１３６は、上環１５４に設けられる
ハンドル１５６をさらに含み、ハンドルは、ごみカセット回転体１３６をごみカセット受
入チャンバ１３２内でその中心軸まわりに回転させるためにユーザに駆動されることがで
きる。ごみカセット回転体１３６は、図６ａおよび図６ｂに示されるごみ貯蔵カセット１
７２を支持および収容するよう構成され、詳細は後述されるように、ごみカセット受入チ
ャンバ１３２に対してカセット１７２を回転させるよう構成される。
【００２４】
　ごみカセット回転体１３６は、内壁から径方向内側に突起し、ほぼ垂直に延在する複数
のリブ１５１をさらに含む。リブ１５１は、フランジ１５２と同一平面上となり、フラン
ジ１５２と接触するよう内側に突起し、したがって、フランジ１５２によりその基部を横
切るように支持される。リブ１５１は、円筒壁１５０の内面の周りで実質的に等間隔に配
置されてもよいし、または、同一平面上で異なる間隔であってもよく、または、等角度間
隔で配置されるが一以上のリブを除去してもよい。リブ１５１は、上環１５４とフランジ
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１５２の間で、回転体の中心軸と実質的に平行な方向に延びる。リブは、後述されるよう
に、ごみ貯蔵カセットの対応するスロット１７１と係合するのに適切な態様で大きさ、位
置および形状が決められる。
【００２５】
　図５ａから図６ｃに参照される代替的な実施の形態において、回転体は、リブ１５１の
間に配置される複数の隆起状突起１５３も含む。隆起状突起１５３は、円筒壁１５０の周
の周りで等間隔で配置されてもよいし、または、回転体の環状フランジ１５２の周りで任
意の適切な配列で配置されてもよい。隆起状突起１５３は、フランジ１５２から上方向に
延びて円筒壁１５０に接触し、かつ、フランジ１５０と上環１５４の間の距離の少なくと
も一部にて延在する。隆起状突起は、フランジ１５２と実質的に等しい径方向寸法を有し
、フランジ１５２の周りで接線方向に延びる。
【００２６】
　隆起状突起１５３は、回転体リング１３６が異なるサイズのカセットを受入可能となる
ようにする。例えば、カセットの環状構造体１７３を構成する径方向に延びる突出部１７
５は、より詳細は後述されるように、回転体リングの隆起状突起または環状基部１５２の
いずれかの上に載るように構成されることができる。浅いカセット、つまり小さい円筒高
さを有するカセットにおいて、カセット構造体１７３は、隆起状突起１５３の上に載るよ
うに設計されることができる。深いカセット、つまり大きい円筒高さを有するカセットに
おいて、カセット構造体１７３は、フランジ１５２の上に直接載るように設計されること
ができる。この実施の形態に係るカセットにおいて、ギャップ（不図示）がその構造体１
７３に設けられる。このギャップは、隆起状突起１５３がギャップを通過でき、それによ
り構造体１７３の底面が回転体リングの環状フランジの上に直接載ることが可能となるの
に適切となるよう大きさ、位置および形状が決められる。その結果、隆起状突起は、異な
るサイズのカセットがごみ貯蔵装置のごみ貯蔵チャンバにはまることを可能にし、異なる
サイズのカセット、および／または、異なる量のフィルム貯蔵スペースを有するカセット
が同じ回転体リングに対して互換性を持つことを可能にする。
【００２７】
　図６ａから図６ｃは、ごみ貯蔵装置内で用いるごみ貯蔵カセット１７２を示す。ごみ貯
蔵カセット１７２は、円筒の内壁１７４および外壁１７６を備え、それらの下端で基部１
９０により接続され、全体を通して実質的にＵ形状の断面を形成する筐体を有する。カセ
ット１７２の内壁１７４および外壁１７６の間のカセット筐体には、可撓性チューブを収
容できる。可撓性チューブは、カセット筐体内のスペースを最大限に利用するためにカセ
ット筐体内で層状または襞状に設けられ、できる限り多くのチューブをカセット１７２に
提供できることが好ましい。図６ｃに示されるように、外壁１７６の上端から径方向内側
に延在するのがフランジ１７８である。フランジ１７８は、カセット筐体の少なくとも部
分的なカバーを提供し、好ましくは、可撓性チューブに下方の圧力を加え、チューブがで
きる限りきつく筐体内に詰め込まれた状態が維持されるようにする。フランジ１７８の外
側リムと内壁１７４の間に形成される少なくとも一つの周辺ギャップ１７７があり、その
ギャップを通じて、ユーザは、内壁１７４を越えてチューブを引き出すために可撓性チュ
ーブにアクセスできる。内壁１７４は、最小限の摩擦を提供するためにその上端が丸まっ
た形状を有することが好ましく、その結果、内壁を越える可撓性チューブの滑らかな流れ
を可能にする。
【００２８】
　図６ｃおよび図７に最も良く示されるように、好ましい実施の形態によれば、フランジ
１７８は、カセット１７２の外壁１７６から内壁１７４に向かって延びる複数の内向きの
突起またはペタル（弁体）１７９を備え、可撓性チューブをカセット筐体から下方に分配
可能となるようにそれらの間に複数のギャップ１７７が設けられる。フランジ１７８は、
任意の適切な手段を用いて、外壁１７６にクリップ止め、スナップ止めまたは係合される
ことができる。フランジ１７８の外縁は、チューブが通るときにチューブの引っかかりを
防ぐために丸みを帯びることが好ましい。
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【００２９】
　フランジ１７８は、ごみ貯蔵カセット１７２の外壁１７６にクリップ止めまたはスナッ
プ止めされることが好ましい。好ましい実施の形態によれば、外壁１７６は、その内面上
に一以上の内側に延びる突出部１８０を含み、それにフランジ１７８が係合する。ペタル
１７９の先端、したがってフランジ１７８の内側端部は、フランジの外周に対して持ち上
がっていることがより好ましい。
【００３０】
　以下の記載から、ごみ貯蔵装置１００内のごみ貯蔵カセット１７２の使用中にフランジ
１７８のペタル１７９がカセット筐体からの可撓性チューブの分配量を改善することが理
解されよう。特にペタルは、可撓性チューブに張力を加え、カセット１７２から既に分配
されている可撓性チューブで形成される中空部に比較的重い廃棄物が配置されるときに、
廃棄物がその場所に保持され、かつ、その重みでカセット筐体から追加のチューブが不必
要に分配されないようにするためのサポートを提供する。これは、カセット筐体内に少な
い量の可撓性チューブしか残っておらず、フランジ１７８の存在により提供されるカバー
リングおよび下方圧力に単に起因して、チューブが筐体内に留まり続ける程度に十分にき
つく詰め込まれていないであろうときに特に重要である。
【００３１】
　ペタル１７９のそれぞれは、内壁１７４に達するように延びてもよい。ペタル１７９が
内壁１７４に達するように延びることにより、カセット筐体からチューブが分配されると
きにフランジ１７８が可撓性チューブに加える負荷が増大する。さらに、より長いペタル
１７９は、カセット１７２内の可撓性チューブの大部分を被覆し、分配が必要となる前に
チューブが漏れ出すのを防止するのに役立つ。
【００３２】
　代替的な実施の形態によれば、全てではないペタル１７９が内壁１７４に達する。例え
ば、全体で６個のペタル１７９を有するカセットにおいて、カセット内に収容されるチュ
ーブへの適切なユーザアクセスを可能にするためには、短い弧長のペタル１７９がたった
３個あれば十分である。
【００３３】
　ごみ貯蔵カセット１７２は、構造体１７３を含む。この構造体は、環状の棚またはフラ
ンジの形態をとり、カセット外壁１７６の外面から径方向外側に突起する。この構造体／
棚１７３は、外壁１７６の上端に向けて配置されるが、外壁１７６の内面から径方向内側
に延びるフランジ１７８の下方に配置されることが好ましい。
【００３４】
　構造体１７３は、多数の突出部１７５を備える。突出部１７５は、カセット外壁１７６
の外面から径方向外側に延び、対応する多数の隙間またはスロット１７１により分離され
る。スロット１７１は、円筒壁１５０の内周の周りで実質的に等間隔に配置されてもよい
し、または、同一平面上で異なる間隔であってもよく、または、等角度間隔で配置される
が一以上のスロットが構造体１７３の外周の周りで除去されてもよく、回転体１３６のリ
ブ１５１と係合するために適切となるように位置、大きさおよび形状が決められてもよい
。
【００３５】
　図７は、回転体１３６に接続されるカセット１７２を示す。カセット１７２を回転体１
３６に接続させる際、スロット１７２がリブ１５１を受け入れており、回転体とカセット
が同期して回転するための準備ができあがる。
【００３６】
　図１および図２に示されるごみ貯蔵装置にも把持アセンブリまたは把持部３００が設け
られる。把持アセンブリは、把持ダイアフラムを備える。把持ダイアフラムは、中央開口
を有する本体を備える。中央開口は、円形であることができ、または、任意の他の適切な
形状であることができる。把持部は、開口に向けて突出する複数の突出フィンガ３０６を
有し、実質的に連続的な係合面を形成するが、追加の可撓性を提供する。突出フィンガは
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、ごみ貯蔵装置１００の使用時に包まれたごみパッケージと接触するよう構成される。そ
の結果、パッケージが挿入されてその場所に保持されるときに把持部が明確な係合感を提
供するため、ユーザは、触覚のフィードバックによって、把持されたパッケージの上方で
チューブをねじるための構成が準備できたことを検知できる。さらに、フィンガ３０６な
どの開口周縁部により提供される実質的に連続的な係合面は、チューブがその周のまわり
でしっかりと把持されることを確実にする。
【００３７】
　把持アセンブリは、着脱可能カバー１０４のフランジ１６０に接続し、ごみカセット受
入チャンバ１３２の基部を形成する。把持部３００は、相互係合手段によりフランジ１６
０の上面に着脱可能に固定されることが好ましい。複数の突出フィンガは、ごみ貯蔵チャ
ンバ１０２の「のど（狭い通路）」に向けて下方かつ内側に延びる。
【００３８】
　図２を参照すると、ごみ貯蔵装置１００のごみカセット受入チャンバ１３２内の本来の
位置にあるごみ貯蔵カセット１７２が示される。カセット１７２は、ごみカセット受入チ
ャンバ１３２内に配置され、好ましくは、カセット１７２がその外面上の棚１７３を介し
て、ごみカセット回転体１３６のリムまたは環状基部１５２から吊り下げられる。カセッ
ト１７２をチャンバ１３２内に配置する前に、ユーザはまた、回転体１３６のリブ１５１
をカセット１７２のスロット１７１内に位置させるためにカセット１７２を回転方向の向
きを揃える。
【００３９】
　代替的に、カセット１７２は、その基部にてごみカセット回転体１３６のリムまたは環
状基部１５２により支持されることができる。
【００４０】
　ごみ貯蔵装置１００においてカセット１７２の使用を開始するため、ユーザは、カセッ
ト１７２内に収容される可撓性チューブにアクセスし、そこからある長さのチューブを引
き出し、上述のようにチューブの端部に結び目を作る。それからユーザは、上述の装置１
００のカバー１０４の下面にあるフック１４４に結び目を挿入する。その結果、カセット
１７２の内壁１７４の径方向内側であって、ごみ貯蔵装置１００の「のど」にチューブの
封止された中空部が形成される。この時点で、ごみ貯蔵装置１００およびカセット１７２
は、チューブの中空部に廃棄物を挿入する準備ができあがる。
【００４１】
　いったんユーザがチューブの中空部に廃棄物を配置すると、ユーザはごみカセット回転
体１３６のハンドルを駆動する。
【００４２】
　ごみカセット回転体１３６を回転させると、その上に位置するカセット１７２の回転が
生じる。回転体１３６のリブ１５１およびカセット１７２のスロット１７１は、突部と凹
部の構成と同様に、協働する相互係合手段として機能し、ごみ貯蔵カセット１７２がごみ
カセット回転体１３６と同期して回転することを確実にする。
【００４３】
　回転体１３６およびごみ貯蔵カセット１３６は、ごみ貯蔵装置１００に対して回転する
。静止する把持部３００により加わる接触力は、カセット１７２が回転する間、廃棄物を
静止したままにする。その結果、カセット１７２の回転は、廃棄物の上方でのチューブの
ねじりを生じさせ、シール（封止）を形成する。
【００４４】
　好ましい実施の形態によれば、ごみカセットおよびごみ貯蔵装置１００は、ごみ貯蔵カ
セット１７２の開始位置からのごみカセット回転体１３６による１回転が、封止されたご
みパッケージを完成させるための廃棄物の上方でのチューブの把持およびチューブのねじ
りの形成の双方に十分となるように構成される。
【００４５】
　いったん封止されたごみパッケージが上述のように形成されると、ユーザは、次に装置
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１００を使用するまでの間、ごみ貯蔵装置１００の蓋１０６を元の位置に戻すことができ
る。蓋１０６を閉める動作は、把持アセンブリにより規定されるのど領域の開口を通るプ
ランジャ１０８の押し込みを生じさせ、以前に形成されたごみパッケージをのどを通過し
て下のごみ貯蔵チャンバ１０２に向かって下がるように押す。同時に、これは追加の可撓
性チューブをごみカセット１７２から決まった量で分配させる。その結果、プランジャ１
０８は、以前に形成されたごみパッケージの上方に可撓性チューブの中空部を形成し、そ
の中空部の基部は、以前に封止された廃棄物の上方でねじられたチューブにより形成され
る。ユーザが次にごみ貯蔵装置１００の蓋１０６を開けるとき、プランジャ１０８が形成
した中空部に廃棄物を直接配置できる。したがって、ユーザは、いったん蓋１０６を再び
開ければ、後続の廃棄物を貯蔵するためにカセット１７２を準備するいかなる追加の工程
も必要とせず、また、ユーザは以前に形成されたパッケージをごみ貯蔵チャンバ１０２に
手動で押し下げる必要はない。
【００４６】
　プランジャ１０８は、ごみおむつを含む廃棄物を受け入れるのに十分な程度にちょうど
の大きさのチューブの新しい領域を提供し、かつ、不必要ないかなる追加の可撓性チュー
ブを使うことなく、おむつの上方にねじれ封止が形成されるのを可能にするよう構成され
る。これは、一つのごみカセット１７２内に貯蔵される可撓性チューブから最大可能数の
ごみパッケージが形成できることを確実にし、コスト効率がより高く、より環境に優しい
カセットにする。
【００４７】
　ごみ貯蔵カセット１７２は、ごみ貯蔵装置１００において、カバー１０４の下に接続さ
れるごみ貯蔵チャンバ１０２内に貯蔵される複数の連続的なごみパッケージを形成するた
めに用いることができる。ごみパッケージをごみ貯蔵チャンバ１０２から空にするため、
カバー１０４とごみ貯蔵チャンバ１０２の間の相互係合手段が解除され、カバー１０４が
ごみ貯蔵チャンバ１０２の上から持ち上げられる。もしカバー１０４内のカセット１７２
が可撓性チューブの一部をまだ収容していれば、カセット１７２から延びる未使用の可撓
性チューブは、ごみパッケージを形成している可撓性チューブとつながっているであろう
。上述のように、以前に形成されたごみパケージとの接続から未使用の可撓性チューブを
切り離すため、ユーザは、最後に形成されたごみパッケージの上方で、カバー１０４の下
面に設けられるフック１４４およびカッター１４６を用いて可撓性チューブを切り裂く。
カバーの構成部品は、ユーザが容易にカバーを持ち上げられ、かつ、必要に応じて、一方
の手で蓋を保持している間、他方の手でごみパッケージの上方のチューブを保持して切断
できるように、軽量な材料でできていることが好ましい。
【００４８】
　ごみ貯蔵装置１００の様々な構成部品は、軽量プラスチックまたは任意の他の適切な材
料で形成されることが好ましく、型成形で、または、その他の任意の方法で形成できる。
装置表面は拭いて清潔にできることが好ましい。把持アセンブリの把持バンドは、弾性材
料または適切な変形特性を示す任意の他の適切な材料で形成されることが好ましい。
【００４９】
　記載されるごみ貯蔵装置の実施の形態は、使用済みおむつおよび他の廃棄物を処分する
ための衛生的で、使いやすく、費用対効果の高い手段を提供する。
【００５０】
　プランジャは、廃棄物が配置されるべき可撓性チューブの中空部を形成することにより
、繰り返し使用のためにごみ貯蔵装置およびカセットを準備する手段を提供する。これは
、ユーザの時間および労力を節約し、また、ユーザが不必要に追加の可撓性チューブを使
用しないようにすることを確実にする。
【００５１】
　回転体リング上のリブおよびカセット上のスロットで構成される相互係合手段を設ける
ことにより、カセットと回転体の間の滑りを実質的に除去できる。滑りは、ごみの上方で
形成されるねじりのゆるみを生じさせる可能性があり、したがって、不十分な封止を提供
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しうる。回転体とカセットの間の滑りを減らすことは、各廃棄物の上方のそれぞれで形成
されるねじりが一貫してきつく締まることを意味し、連続して包まれるごみパッケージ間
で形成される封止を向上させる。
【００５２】
　代替的な回転体の実施の形態が図８ａおよび８ｂに示される。この代替的な実施の形態
によれば、回転体８３６は、構造および動作が上述の回転体と同様である。ごみカセット
回転体８３６は、カセット受入チャンバの壁と実質的に同心となるように延びる円筒壁８
５０と、壁８５０に対して実質的に垂直に延びるフランジまたは環状基部８５２と、壁１
５０の頂部から径方向外側に延び、カバー１０４の上面に載置される上環８５４とを備え
る。
【００５３】
　ごみカセット回転体８３６は、内壁から径方向内側に延びる複数のリブ８５１をさらに
含む。リブ８５１は、フランジ８５２の長さだけ内側に延び、その基部がフランジ８５２
に接触し、したがって、リブは、フランジ８５２によりその基部を横切るように支持され
る。リブ８５１は、壁８５０に対（ペア）として形成され、図８ａに８５１ａ，８５１ｂ
として示される。リブの対は、ごみ貯蔵カセットの対応するスロット９７１との係合に適
切な態様となるように大きさおよび形状が決められる。
【００５４】
　リブ対の各リブは、単一のリブの幅と少なくとも同じ大きさだけ離間している。内壁８
５０の周の周りにはｎ対のリブがあり、ｎは、１＜ｎ＜１０の範囲であることが好ましい
が、これは必須ではない。回転体は、フィン８５５をさらに備えてもよい。フィン８５５
は、フランジ８５２の上面から上方向に、円筒壁８５０と実質的に平行に延びる。フィン
８５５は、径方向の寸法が相対的に薄く、フランジ８５２の内周の周りで接線方向に延び
る。フィンは円筒壁に接触しておらず、フィン８５５と円筒壁の間に周辺ギャップが形成
される。リブ対８５１ａ－ｎおよびフィン８５５は、円筒壁８５０の内周の周りで実質的
に等間隔に配置される。代替的に、リブ対８５１ａ－ｎおよびフィン８５５は、同一平面
上で異なる間隔であってもよく、または、等角度間隔で配置されるが一以上のリブ対が除
去されてもよい。好ましい実施の形態において、１０個のリブがあり、それらは一緒に５
個のリブ対を形成し、１個のフィンがあり、これらの全てがフランジ８５２の周りで等間
隔に配置される。
【００５５】
　別の実施の形態において、フィンは設けられず、代わりに回転体のフランジの周りで繰
り返し設けられる隆起状突起のパターンにおいて一以上の突起が省略（スキップ）される
。
【００５６】
　回転体は、リブ対８５１ａ－ｎおよびフィン８５５の間に間隔を空けて配置される複数
の隆起状突起８５３を含んでもよい。隆起状突起８５３は、円筒壁８５０の周の周りで等
間隔に配置されてもよい。隆起状突起８５３は、フランジ８５２から下方向に延びて円筒
壁８５０に接触し、フランジ８５０と上環８５４の間の距離の少なくとも一部にて延在す
る。隆起状突起は、フランジ８５２と実質的に等しい径方向寸法を有し、フランジ８５２
の周りで接線方向に延びる。
【００５７】
　対応する代替的なカセットの実施の形態が図９ａ－ｃに示される。代替的なカセットの
実施の形態８７２は、構造および動作の双方において、上述のごみ貯蔵カセットと同様で
ある。
【００５８】
　カセット外壁９７６は、複数の陥没部または凹部９７８を備え、それらはカセットの全
高に実質的にわたって軸方向に延びる。ごみ貯蔵カセット９７２の直径は、凹部９７８の
領域において減少している。凹部９７８は、カセット外壁９７８の外面から径方向内側に
延び、カセットの頂部から底部まで延びてもよく、したがって、細長い陥没部および／ま
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たはカセットが減少した直径を有することとなる領域を規定する。凹部９７８は、カセッ
ト９７２の外周の周りで間隔を空けて配置される。
【００５９】
　ごみ貯蔵カセット９７２は、構造体９７３を含む。この構造体は、環状の棚またはフラ
ンジの形態をとり、カセット外壁９７６の外面から径方向外側に突出する。図９ｃに最も
良く示されるように、いくつかの実施の形態において、この構造体は、傾斜した環状フラ
ンジ９７９を備える。傾斜した角度フランジ９７９は、カセット外壁９７６から径方向外
側に延び、かつ、ごみ貯蔵カセットの外壁９７６に対して下方および外側に傾斜している
。下方に垂れ下がる円筒壁９７０は、傾斜した環状フランジ９７９の最外部から下方に延
びる。垂れ下がる円筒壁９７０は、カセット外壁９７６と実質的に平行な方向に垂れ下が
るが、カセット９７１の中心軸からの径方向距離が増大する。下方に垂れ下がる円筒外壁
９７０とカセット外壁９７６の間のギャップは、環状チャネル９８０を規定する。
【００６０】
　構造体９７３は、多数の突出部９７５を備える。突出部９７５は、カセット外壁９７６
の外面から径方向外側に延び、対応する多数の隙間またはスロット９７１により分離され
る。スロット９７１は、回転体８３６のリブ対８５１ａ－ｎに係合するために適切となる
よう大きさ、位置および形状が決められる。スロット９７１は、構造体９７３の外周の周
りに間隔を空けて配置される。突出部の一つは、他の突出部の約２倍の長さであり、後述
されるように、それは、単一のリブまたはリブ対８５１ではなく、回転体８３６のフィン
８５５と相互作用および係合する突出部である。図９ａおよび図９ｂに示される好ましい
実施の形態において、５個のスロット９７１がある。
【００６１】
　カセット９７２が回転体８３６と係合するとき、各リブ対８５１ａ－ｎのそれぞれは、
ごみ貯蔵カセット９７２の対応するスロット９７１に係合し、つまり、その内側にはまる
。フィン８５５は、カセットのチャネル９８０と係合し、つまり、その内側にはまる。こ
れれより、フィン８５５は、カセットが特定の回転方向の向きの回転体８３６にのみ係合
することができることを確実にする。
【００６２】
　別の代替的な回転体の実施の形態が図１０ａおよび図１０ｂに示される。この代替的な
実施の形態によれば、回転体１０３６は、構造および動作において上述の回転体と同様で
あり、当業者であれば、本書に開示される各回転体／回転体リングの特徴の様々な組み合
わせが可能であることが理解されるであろう。
【００６３】
　ごみカセット回転体１０３６は、カセット受入チャンバの壁と実質的に同心に延びる円
筒壁１０５０と、壁１０５０の頂部から径方向外側に延び、カバーの上面に載置されうる
上環１０５４とを備える。いくつかの実施の形態において、フランジまたは環状基部１０
５２は、円筒壁１０５０の底部領域から径方向内側に延びてもよく、壁１０５０に対して
実質的に垂直な方向に延びてもよい。
【００６４】
　ごみカセット回転体１０３６は、内壁１０５０から径方向内側に延び、円筒壁１０５０
の高さ全体に実質的にわたって延びる複数のリブ１０５０をさらに含む。リブ１０５１は
、フランジ１０５２の長さにわたって内側に延び、リブの基部がフランジ１０５２と接触
してもよい。したがって、リブは、その基部を横切ってフランジ１０５２により支持され
てもよい。代替的に、フランジ１０５２がない実施の形態において、リブ１０５１は円筒
壁１０５０から単に延びてもよい。リブ１０５１は、ごみ貯蔵カセットの対応する凹部１
１７１と係合するのに適切な態様となるよう大きさ、位置および形状が決められる。
【００６５】
　内壁１０５０の周の周りにはｎ個のリブがあり、ｎは、１＜ｎ＜１０の範囲であること
が好ましく、例えば、２＜ｎ＜８であってもよいが、これは必須ではない。リブ１０５１
は、円筒壁１０５０の内周の周りで実質的に等間隔に配置されてもよい。代替的に、リブ
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１０５１ａ－ｎは、異なる角度で分離されるように配置されてもよいし、等角度間隔で配
置されるが一以上のリブが除外されてもよい。好ましい実施の形態において、外壁１０５
０の周りで等間隔に配置される６個のリブ１０５１がある。
【００６６】
　回転体は、他の実施の形態に関連して上述したように、フィンおよび／または複数の隆
起状突起をさらに備えてもよく、例えば、図８ａおよび図８ｂに示されるフィン８５５と
、図５ａおよび図５ｂに示される隆起状突起１５３をさらに備えてもよい。
【００６７】
　対応する別の代替的なカセットの実施の形態１１７２が図１１ａおよび図１１ｂに示さ
れる。以下に示す相違点を除いて、この別の代替的なカセットの実施の形態１１７２は、
構造および動作の双方において上述のごみ貯蔵カセットと同様であり、当業者であれば、
本書に開示される各ごみ貯蔵カセットの特徴の様々な組み合わせが可能であることが理解
されるであろう。
【００６８】
　上述のカセットとは異なり、この実施の形態のカセット１１７２は、外側に延びる環状
フランジ／構造体（図６ａに示される構造体１７３など）を備えず、または、外側に延び
るいかなる径方向の突起（例えば図６ａおよび図６ｂに示される突起１７５）を備えない
。カセット１１７２の外壁１１７６は、少なくとも一つの凹部１１７１を備え、好ましい
実施の形態では、複数の凹部１１７１を備える。凹部１１７１は、カセット外壁１１７６
の外面から径方向内側に延び、カセットの頂部から底部まで延び、したがって、細長い陥
没部、および／または、カセットが減少した直径を有する領域を規定する。凹部１１７１
は、カセット１１７２の外周の周りで間隔を空けて配置され、回転体１０３６のリブ対１
０５１と係合するために適切となるよう大きさ、位置および形状が決められる。いくつか
の実施の形態において、凹部は、リブ対１０５１と係合するために適切となるよう大きさ
、位置および形状が決められるスロットまたは開口であってよい。
【００６９】
　いくつかの実施の形態において、カセット１１７２は円筒状である。図１１ａに破線１
１０１で示されるように、カセットの底部を貫通する円筒軸を定義することが可能である
。各凹部１１７１は、円筒壁１１７６の底部から開始して、カセットの全長に実質的にわ
たって壁に沿って上方に円筒軸と平行な方向に延びる。
【００７０】
　図１２ａ－ｂは、図１１ａ－ｂのごみ貯蔵カセットに環状フランジ１２７９が取り付け
られ、図１０ａおよび図１０ｂの回転体リング１０３に接続／支持されるカセットを示す
。図６ｃおよび図７の環状フランジに関連して上述したように、環状フランジ１２７８は
、環状フランジ１２７８の外側リムから径方向内側に延びる数個の内側突起またはペタル
１２７９を備えてもよい。フランジ１２７８がカセット１１７２に取り付けされるとき、
ペタル１２７９はカセット１１７２の内壁１１７４に向かって延び、それらの間には、カ
セット筐体から下方に可撓性チューブが分配されることを可能にする複数のギャップ１１
７７が設けられる。フランジ１２７８の外端は、それを越えて通過するチューブの引っか
かりを防止するために丸みを帯びていることが好ましい。
【００７１】
　フランジ１２７８は、任意の適切な手段を用いて、カセット外壁１１７６にクリップ止
め、スナップ止め、または係合されることができる。好ましい実施の形態において、突出
部１１８０がカセット外壁の頂部リムから延びる。したがって、カセット１１７２の外壁
１１７６は、その内面に設けられる一以上の内側に延びる突出部１１８０を含み、それに
環状フランジ１２７８の外側リムが相互に係合する。組み立てる間、フランジ１２７８は
、内側に延びる突出部１１８０の下部の位置にフランジ１２７８を単にクリップ止めする
ことによりカセット１１７２と係合できる。このようにして、内側に延びる突出部１１８
０は、戻り止め機構として機能する。複数の延長突出部１１８０の各延長突出部１１８０
は、カセット外壁１１７６の上側領域から凹部１１７１の近傍で径方向内側に延びる。図
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１１ｂに最も良く示されるように、各凹部１１７１は、対応する延長突出部１１８０と関
連付けられる。カセットは、カセット外壁１１７６において延長突出部１１８０に近接す
る複数の開口１１９１も備える。各凹部１１７１は、カセット外壁１１７６上で突出部１
１８０および開口１１９１と縦方向に一列に並んでいる。
【００７２】
　カセット１１７２が回転体１０３６に係合するとき、回転体１０３６の各リブ１０５１
は、ごみ貯蔵カセット１１７２の対応する凹部に係合し、つまり、その内側にはまる。ユ
ーザがカセット１１７２を回転体１０３６に係合させるとき、リブ１０５１は凹部１１７
１内のガイドとして機能し、カセット１１７２と回転体１０３６の適切な係合を確実にす
る。
【００７３】
　図１２ａおよび図１２ｂは、カセット１１７２に係合する環状フランジ１２７８と、回
転体１０３６により支持されるカセット１１７２を示す。図１２ａおよび図１２ｂは、し
たがって、支持位置にあるカセットを示す。カセット１１７２を回転体１０３６にはめる
ため、ユーザは、カセット外壁１１７６にある凹部１１７１を回転体／回転体リング１０
３６にあるリブ／突起１０５１に位置合わせし、カセット１１７２をごみ貯蔵チャンバに
押し込む。ユーザがカセットをごみ貯蔵チャンバに押し込むとき、リブ１０５１はカセッ
トの縦方向の動きをガイドし、カセット１１７２と回転体１０３６の適切な係合を確実に
する。延長突出部１１８０、開口１１９１、環状フランジ１２７８およびリブ１０５１の
構成であるため、ユーザがカセットをチャンバの内側で下方に押し続けるとき、リブ１０
５１の頂部領域は環状フランジの外側リムの下面に接触することになる。したがって、環
状フランジ１２７８の外側リムの下面は、ストッパとして機能する。このようにして、回
転体円筒壁１０５０の内面に設けられる突起／リブ１０５１は、ごみ貯蔵カセット１１７
２をチャンバ内で支持するためのごみ貯蔵カセット１１７２の凹部１１７１の位置に配置
され、回転体１０３６とカセット１１７２の間の回転係合を確実にする。
【００７４】
　いくつかの実施の形態において、ユーザがカセット１１７２をごみ貯蔵カセットチャン
バの内側に下方に押すとき、リブ１０５１の頂部領域は内側に延びる突出部１１８０と接
触する。いくつかの実施の形態において、カセット１１７２は、カセットがチャンバ内で
リブにより支持できるようにするために、カセットがチャンバの内側で下方に押されると
きにリブに接触する、凹部の近傍の外側リップまたはフランジを備えてもよい。この外側
リップまたはフランジは、カセットの周のまわりで連続的であってもよいし、非連続であ
ってもよい。代替的に、カセットの外壁上に設けられる数個のリップまたはフランジがあ
ってもよく、これらは、回転体の対応するリブに接触ないし接触するのに適切な態様とな
るよう大きさ、位置および形状が決められてもよい。代替的に、凹部１１７１は、カセッ
トの外壁の全体に沿って延在しなくてもよいが、代わりに、カセットの底部から延在し、
カセット壁の上方へ向けて所定の距離にある端部まで達してもよい。このような実施の形
態において、凹部１１７１の終点はストッパとして機能し、したがって、ユーザがカセッ
ト１１７２をごみ貯蔵カセットチャンバの内側で下方に押すときの動きの終点を規定する
。
【００７５】
　いくつかの実施の形態において、カセットは、回転体のリブの頂部領域によって回転体
内に支持されない。代わりに、カセット外壁の凹部は、リブと凹部の間の摩擦嵌めにより
カセットが支持されるように大きさおよび形状が決められる。このような実施の形態にお
いて、凹部は、カセットの頂部に向けて狭くなるような形状を有してもよく、楔作用によ
ってリブがある所定の位置までしか凹部にはまらないようにすることを可能にしてもよい
。
【００７６】
　ごみ貯蔵チャンバ内で、回転体の円筒壁から延びるリブとカセット外壁に形成される凹
部との間の相互作用を介してカセットを支持することは、いくつかの理由から有利である
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。他の開示される実施の形態に関して上述した利点、例えば、回転体とごみ貯蔵カセット
の間での増加した回転係合および減少した滑りとは別に、図８－１２に示される構成は、
回転体が内側に延在する環状フランジを有することをもはや必要とせず、カセットが外側
に延在する環状フランジをもはや必要としないという利点を有する。カセットおよび回転
体のこれらの特徴がもはや必要ではないため、材料のムダを低減でき、よりコスト効率の
優れた製造プロセスおよび製品が提供される。また、カセットが延長環状フランジまたは
任意の径方向に延びる突出部をもはや必要としないため、所定の大きさのごみ貯蔵チャン
バおよび回転体に対してカセットをより大きく作ることができる。これは、カセットに貯
蔵されるチューブの量を増やせることを意味し、ユーザによりカセットを交換しなければ
ならなくなる前に必要となる時間量を減少させ、さらに、例えばごみ貯蔵カセットを輸送
および貯蔵するときに、製造者により高いコスト効率を提供する。
【００７７】
　上述の実施の形態ではリブが回転体に配置され、対応するスロット／凹部がカセットの
外側フランジまたは構造体に設けられるが、これらの特徴は交換可能であり、つまり、リ
ブをカセットの外面に設け、対応するスロット／凹部を回転体に設けることができること
が理解されるであろう。
【００７８】
　図１から図７はそれぞれ６個のリブおよび６個のスロットを有する回転体およびカセッ
トを示し、図８から図９はそれぞれ５個のリブおよび５個のスロットを有する回転体およ
びカセットを示しているが、任意の数のリブおよびスロットを設けることができることが
理解されるであろう。いくつかの実施の形態において、例えば、カセットが回転体に係合
できるようにする回転構成の利用可能な数を最大化するために、リブよりも多くの数のス
ロットが設けられてもよい。この実施の形態に係る回転体およびカセットは、ユーザがよ
り素早くかつ単純にカセットの向きを回転体に合わせることを可能にする。ほぼ任意の数
のリブ、スロットおよびフィンを有することが可能であることが理解されるであろう。
【００７９】
　リブおよびスロットは、本書に記載されるそのままの形態を必ずしも取らなくてもよい
ことがさらに理解されるであろう。例えば、リブは、回転体の上環面から回転体のフラン
ジまたは環状基部までの間の全長にわたって延びるよう説明されたが、リブはこの全長に
わたって必ずしも延びる必要はない。例えば、リブは、環状基部から回転体の円筒壁の半
分だけ上方の位置まで延びてもよい。リブは、環状基部または上環面のいずれかに接触す
る必要もないが、代わりに環状基部と上環面の間の任意の点から径方向内側に延在する突
起フィンガの形態を取ってもよい。カセットのスロットは、相互作用するこれらのリブに
応じて調整されることができる。
【００８０】
　別の実施の形態の回転体の実施の形態が図１３ａ，図１３ｂおよび図１３ｃに示される
。図１３ｃは、図１３ａのＡ－Ａ線に沿った回転体１３３６の断面視を示す。この代替的
な実施の形態によれば、回転体１３３６は、構造および動作において上述の回転体と同様
であるが、当業者であれば、本書に開示される各回転体／回転体リングの特徴の様々な組
み合わせが可能であることが理解されるであろう。回転体１３３６は、当業者により理解
されるであろうように、本書に開示されるごみ貯蔵装置およびカセットと互換性がある。
【００８１】
　上述の回転体と同様、ごみカセット回転体１３３６は、カセット受入チャンバの壁と実
質的に同心に延在する円筒壁１３５０と、壁１３５０の上部から径方向外側に延び、カバ
ーの上面に載置しうる上環１３５４とを備える。フランジまたは環状基部１３５２は、円
筒壁１３５の底部領域から径方向内側に延び、壁１３５０に対して実質的に垂直な方向に
延びる。
【００８２】
　この実施の形態において、ごみカセット回転体１３３６は、複数の突起１３５１を含む
が、突起１３５１は円筒壁１３５０から延びておらず、代わりにフランジ１３５２から軸
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方向上側に延びている。突起１３５１は、円筒壁１３５０の高さの全体に実質的にわたっ
て延びてもよい。
【００８３】
　図１３ｃに最も良く示されるように、突起１３５１は、回転体の円筒壁１３５０より径
方向内側の位置で回転体フランジ１３５２から上方に延びており、円筒壁１３５０から径
方向に離間している。図１３ｃに示されるように、突起１３５１は、回転体フランジ１３
５２の径方向に最も内側の縁またはその近傍にて回転体フランジ１３５２から上方に延び
る。突起１３５２は、フランジ１３５２の径方向に最も内側の縁から突き出てもよい。
【００８４】
　回転体１３３６は、既に開示されたごみ貯蔵カセットと交換可能である。例えば、ユー
ザが図９ａ－ｃに示されるカセットなどのカセットを回転体１３３６に係合させようとす
るとき、ユーザは、環状チャネル９８０が下方に垂れ下がる円筒壁９７０とカセット外壁
９７６の間の隙間により規定される場合、突起１３５１がカセットの環状チャネル９８０
にフィットするようにカセットを巧みに扱う。突起１３５１が環状チャネル９８０にフィ
ットするため、垂れ下がる円筒壁も回転体フランジ１３５２の上に載り、したがって回転
体フランジ１３５２により支持される。したがって、カセットは、回転体フランジ１３５
２から垂れ下がる円筒外壁９７０により懸架される。いくつかの実施の形態において、カ
セットは、突起１３５１に位置するように大きさ、位置および形状が決められる凹部９７
８／１１７１を有するように設計されてもよい。これらの実施の形態において、突起１３
５１は、環状チャネル９８０および凹部９７８／１１７１の双方にフィットする。
【００８５】
　ユーザが回転体１３３６を図１１ａ－ｂに示されるカセットなどのカセットと係合させ
ようとするとき、ユーザは、上述のカセット１１７２と回転体１０３６の間の係合と同様
に、突起１３５１が対応する凹部１１７１にフィットするようにカセットを巧みに扱う。
カセット１１７２が回転体１３３６と係合するとき、回転体１３３６の各突起１３５１は
、ごみ貯蔵カセット１７７２の対応する凹部１１７２に係合し、つまり、その内側にはま
る。ユーザがカセット１１７２を回転体１３３６に係合させると、突起１３５１は凹部１
１７１内でガイドとして機能し、カセット１１７２と回転体１０３６の適切な係合を確実
にする。
【００８６】
　カセット９７２の環状チャネルにフィットする突起１３５１を回転体１３３６に設ける
ことは、回転体とカセットの強固な結合を可能にする。突起１３５１は、回転体の円筒壁
１３５０から径方向に分離されており、したがって、カセット９７２の垂れ下がる円筒外
壁９７０が回転体フランジ１３５２の上に載るためのスペースが提供される。この構成に
より提供されるカセット９７２と回転体１３３６の間の接触表面積の増加は、回転体１３
３６とごみ貯蔵カセット９７２の間の回転係合を増大させ、滑りを減少させる。回転体円
筒壁１３５０から延びるのではなく、回転体フランジ１３５２の径方向内側の縁またはそ
の近傍で回転体フランジ１３５２から上方に延びる突起１３５１を設けることは、回転体
１３３６の製造に必要な材料も減少させ、したがって製造コストを節約させる。
【００８７】
　当業者であれば、本書においてリブおよび突起の用語は交換可能に使用されていること
が理解されるであろう。
【００８８】
　以下の項目が本書に開示される。
（項目１）ごみ貯蔵装置であって、前記装置の上部に設けられる受入チャンバと、前記チ
ャンバに回転可能に装着される回転体とを備え、前記回転体は、
上環と；
　前記上環から下方に延びる円筒壁と；
　前記円筒壁の下側部分から内側に突起するフランジであって、前記回転体がごみ貯蔵カ
セットをその回転のために前記内側に突起するフランジから懸架するよう構成されるフラ
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ンジと；
　前記回転体の円筒壁の内面に設けられる少なくとも一つのリブまたは少なくとも一つの
スロットであって、回転係合のためにごみ貯蔵カセットの少なくとも一つの対応するスロ
ットまたは少なくとも一つの対応するリブの位置に配置される少なくとも一つのリブまた
は少なくとも一つのスロットと；を備えることを特徴とするごみ貯蔵装置。
（項目２）前記少なくとも一つのリブは、複数のリブを備え、前記少なくとも一つのスロ
ットは、複数のスロットを備えることを特徴とする項目１に記載のごみ貯蔵装置。
（項目３）前記複数のリブの各リブは、前記ごみ貯蔵カセットのそれぞれのスロットの位
置に配置されることを特徴とする項目２に記載のごみ貯蔵装置。
（項目４）前記リブは、前記円筒壁の周りで等間隔に配置され、等間隔配置を規定するこ
とを特徴とする項目２または項目３に記載のごみ貯蔵装置。
（項目５）前記等間隔配置から一以上のリブが除外されることを特徴とする項目４に記載
のごみ貯蔵装置。
（項目６）前記回転体の前記複数のリブのうちの少なくとも二つは、前記ごみ貯蔵カセッ
トの共通のスロットの位置に配置されることを特徴とする項目２に記載のごみ貯蔵装置。
（項目７）前記複数のリブのうちの前記少なくとも二つは、複数のリブ対のうちの一対を
構成し、前記複数のリブ対の各対は、前記回転体円筒壁の内面の周りに間隔を空けて配置
され、前記複数のリブ対の各対は、対応する複数のスロットの位置に配置されることを特
徴とする項目６に記載のごみ貯蔵装置。
（項目８）前記少なくとも一つのリブは、前記円筒壁の内面に設けられることを特徴とす
る上記項目のいずれかに記載のごみ貯蔵装置。
（項目９）前記リブは、前記上環と前記フランジの間で延びるよう構成されることを特徴
とする上記項目のいずれかに記載のごみ貯蔵装置。
（項目１０）前記回転体から懸架されるごみ貯蔵カセットをさらに備えることを特徴とす
る上記項目のいずれかに記載のごみ貯蔵装置。
（項目１１）前記カセットは、項目１２から２２のいずれかに記載のカセットであること
を特徴とする項目１０に記載のごみ貯蔵装置。
（項目１２）ごみ貯蔵装置の上部に設けられるチャンバ内に回転式で装着および懸架され
るごみ貯蔵カセットであって、前記ごみ貯蔵カセットは、
　実質的に管状のコアを規定する内壁と；
　外壁と；
　前記内壁と前記外壁の間に設けられ、ごみパッケージを生成するためのごみ貯蔵チュー
ブを収容するための貯蔵部と；
　前記カセットの外面に設けられる少なくとも一つのスロットまたは少なくともリブであ
って、回転係合のためにごみ貯蔵カセット回転体の内面に設けられる少なくとも一つのリ
ブまたは少なくとも一つのスロットの位置に配置される少なくとも一つのスロットまたは
少なくとも一つのリブと；を備えることを特徴とするごみ貯蔵カセット。
（項目１３）前記少なくとも一つのリブは、複数のリブを備え、前記少なくとも一つのス
ロットは、複数のスロットを備えることを特徴とする項目１２に記載のごみ貯蔵カセット
。
（項目１４）前記複数のスロットの各スロットは、ごみ貯蔵装置の回転体に設けられるリ
ブのそれぞれの位置に配置されることを特徴とする項目１３に記載のごみ貯蔵カセット。
（項目１５）前記ごみ貯蔵カセットに設けられる一つのスロットは、前記回転体に設けら
れる複数のリブの位置に配置されることを特徴とする項目１３または項目１４に記載のご
み貯蔵カセット。
（項目１６）前記ごみ貯蔵カセットに設けられる一つのスロットは、前記回転体に設けら
れる複数のリブ対のうちの一対の位置に配置されることを特徴とする項目１５に記載のご
み貯蔵カセット。
（項目１７）前記スロットは、前記ごみ貯蔵カセットの前記外面の周りで等間隔に離れた
等間隔配置となるよう間隔を空けて配置されることを特徴とする項目１３から１６のいず
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れかに記載のごみ貯蔵カセット。
（項目１８）少なくとも一つのスロットが前記等間隔配置から除外されることを特徴とす
る項目１７のいずれかに記載のごみ貯蔵カセット。
（項目１９）前記スロットは、前記カセットの前記外壁から径方向に突出する構造の阻止
部を備え、前記構造は、前記カセットの支持および回転のために、ごみ貯蔵装置の前記チ
ャンバ内に設けられる回転体を位置決めするよう構成されることを特徴とする項目１３か
ら１８のいずれかに記載のごみ貯蔵カセット。
（項目２０）前記構造は、前記ごみ貯蔵カセットを前記回転体から懸架可能にすることを
特徴とする項目１９に記載のごみ貯蔵カセット。
（項目２１）前記構造は、各スロットにより分離され、外側フランジを形成する複数の突
出部を備えることを特徴とする項目１９から２０のいずれかに記載のごみ貯蔵カセット。
（項目２２）ごみ貯蔵装置の上部に設けられるチャンバ内に回転式で装着および懸架され
るごみ貯蔵カセットであって、前記ごみ貯蔵カセットは、
　実質的に管状のコアを規定する内壁と；
　外壁と；
　前記内壁および前記外壁をつなぐ環状底部と；
　前記内壁と前記外壁の間に設けられ、ごみパッケージを生成するためのごみ貯蔵チュー
ブを収容するための貯蔵部と；
　前記外壁に設けられる構造体であって、前記構造体は前記外壁から周方向に延び、前記
構造体の外周の周りで間隔を空けて配置される複数のスロットまたは複数のリブを備え、
各スロットまたは各リブがごみ貯蔵チャンバに対する前記カセットの回転のためのごみ貯
蔵カセット回転体の内面に設けられるリブまたはスロットのそれぞれの位置に配置される
構造体と；を備えることを特徴とするごみ貯蔵カセット。
（項目２３）ごみ貯蔵装置に用いられるごみ貯蔵カセット回転体であって、前記ごみ貯蔵
装置は、前記装置の上部に設けられる受入チャンバを含み、前記ごみ貯蔵カセット回転体
は、
　前記チャンバに回転可能に装着されるよう構成され、
　上環と；
　前記上環から下方に延びる円筒壁と；
　前記円筒壁の下側部分から内側に突起するフランジであって、前記ごみ貯蔵カセット回
転体がその回転のために前記内側に突起するフランジから前記ごみ貯蔵カセットを懸架す
るよう構成されるフランジと；
　前記ごみ貯蔵カセット回転体の内面に設けられる少なくとも一つのリブまたは少なくと
も一つのスロットであって、回転係合のためにごみ貯蔵カセットに設けられる少なくとも
一つの対応するスロットまたは少なくとも一つの対応するリブの位置に配置される少なく
とも一つのリブまたは少なくとも一つのスロットと；を備えることを特徴とするごみ貯蔵
カセット回転体。
（項目２４）ごみ貯蔵装置であって、項目２３の回転体と、前記装置の上部に設けられる
ごみ貯蔵カセット受入チャンバと、ごみ貯蔵カセットとを備え、前記ごみ貯蔵カセットは
、
　実質的に管状のコアを規定する内壁と；
　外壁と；
　前記内壁と前記外壁の間に設けられ、ごみパッケージを生成するためのごみ貯蔵チュー
ブを収容するための貯蔵部と；
　前記外壁に設けられ、前記外壁から突起し、前記チャンバ内に設けられる前記ごみ貯蔵
カセット回転体を前記カセットの支持および回転のために位置させるよう構成される構造
体であって、前記ごみ貯蔵カセットを前記ごみ貯蔵カセット回転体から懸架可能にする構
造体と；
　前記外壁の外面に設けられる少なくとも一つのスロットまたは少なくとも一つのリブで
あって、前記回転体の内面に設けられる少なくとも一つのリブまたは少なくとも一つのス
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ロットの位置に配置される少なくとも一つのスロットまたは少なくとも一つのリブと；を
備えることを特徴とするごみ貯蔵装置。
（項目２５）ごみ貯蔵装置であって、前記装置の上部に設けられる受入チャンバと、前記
チャンバに回転可能に装着される回転体とを備え、前記回転体は、
　上環と；
　前記上環から下方に延びる円筒壁と；
　前記回転体円筒壁の内面に設けられる少なくとも一つのリブであって、前記チャンバ内
で前記ごみ貯蔵カセットを支持し、前記回転体と前記カセットの間の回転係合を確実にす
るために、ごみ貯蔵カセットに設けられる少なくとも一つの対応する凹部の位置に配置さ
れる少なくとも一つのリブと、を備えることを特徴とするごみ貯蔵装置。

【図１】 【図２】
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